知的発達がグレーゾーンに位置し、自閉スペクトラム症も示唆される、入室渋り児童に対する、般性強化刺激を活用した支援の実践 by 増本 利信 & 岡野 由美子
知的発達がグレーゾーンに位置し、自閉スペクトラム症も示唆される、
入室渋り児童に対する、般性強化刺激を活用した支援の実践 
Practice of support using generally reinforcing stimulus for the 
children who are reluctant to enter a room and whose intellectual 
development is in the gray zone and pervasive developmental 
disorders are suspected 
増本 利信・岡野 由美子 












































○WISC-Ⅲ 201X年6月 CA＝９：４  検査者 増本利信 
全検査IQ 74 言語性IQ 79 動作性IQ 75 
言語理解 77 知覚統合 76 注意記憶 76 処理速度 78 
全検査IQは74であり、本児の知的能力は境界域にあることが推測される。 
言語性及び動作性IQ、各群指数間において有意な差は認められない。 




















































出生  ４１週    正常分娩 ３１００グラム 











































①支援第1期  201X年9月～１２月 「周囲に対する緊張を取り除く」 
   通級教室において、学習する場所と休み時間を過ごす場所を分ける、授業時間と休み時間を区別するなど、空
間的時間的な構造化を行う。また、受容的な言葉かけを意識して行い、環境及び筆者に対する緊張を和らげる。 
②支援第2期  201X+1年1月～3月 「見通しをもち校内生活を過ごす」 
   在籍教室及び通級教室における学習計画を立て、スケジュールを設定することにより、見通しを持ち、自発的
に学習参加ができるようにする。 
③支援第3期  201X+1年4月～7月 「生活全般における行動を調整する」 
   起床時刻や登校目標時刻、母親在籍時刻について、具体的な目標を設定し、トークンシステムにより強化刺激
を与えることで、行動を定着させる。 

















①支援第1期  201X年9月～12月 「面談を重ねることにより協調関係を築く」 
   週に3回の個人面談を設定する。養育の不全感や学校教育に対する不信感が出ると思われるが、受容的なカウ
ンセリングを行い、信頼関係を構築する。 
②支援第2期  201X+1年1月～3月 「対象児の特性について理解する」 
   成育歴や行動観察、WISC-3 の結果などから、「スケジュールや目標があることにより安定して行動できる」対
象児の特性を伝えていく。 
③支援第3期  201X+1年4月〜7月「適切な支援を行いながら安定して養育する」 
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